
賀

認 定 書

国 住 指 第 1031号
平成 29年 8月 31日

吉野石青株式会社

代表取締役 須藤 永作 様

国土交通大臣  石井

下記の構造方法等については、建築基準法第 68条の 25第 1項 (同法第 88条第 1項にお
いて準用する場合を含む。)の規定に基づき、同法同法施行令第 46条第 4項表―の (人 )
の規定に適合するものであることを認める。

記

1.認定番号
FRM-0599

2.認定をした構造方法等の名称
厚 9.511■ l両面ボー ド用原紙張ガラス繊維混入せつこう板/め っき鉄丸くぎ
NZ50/外周部@75■ Hl、 中通り@150HH1/大壁造の入隅仕様/木造軸組耐力壁に
おける構造方法

3.認定をした構造方法等の内容
2.3の倍率を有する軸組と同等以上の耐力を有する軸組
別添の通り

(注意)こ の認定書は、大切に保存しておいてください。
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1.構芭舟笠洛称

厚 9.5 mm両面ボード用原頴腺ガラス蝉 つこう板/めっき鉄丸くぎNZ50//御月菩1975了れイn、

中通り@150mm/大壁造の入隅仕様/木造轍組耐力壁

2.槌 の睡

(1)闘財朔

a)爾オの名称

両面ボード用輝湘藤ガラス絨維漫入せっこう板

b)顧誌オ¢淋竜赫鬱覧醐

面材の断面図を図1に千九 また、その構成赫及び組成を表11ヽ、

ボード
(寸法単位 :mm)

図1面本オの断面図

表 1櫛 姉扱爛 賊

（Φ
Ｗ
Ｏ
＋
）い
〇

表面材 :

ボード用離
組成などは社外秘とさせていただきます。

芯 材 :

ガラン輸碑孤

せっこう板

糸R成 /J貴 どは社外秘とさせていただきます。

異

~面
′lオ :

ボード局原紙
組成などは社外秘とさせていただきます。
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厚さ 14■laa) 幅 (1-l 長さ (14■ll

韓 9.5

900

1820、  2420、 2730、  3030910

1000

膏鶴 -0,+0.49 +0,-3 +0,+3
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c)難

d)側面加工形状

図2に万朝ψ学ウレエッジ又はスクエアエッジとする。

2～ 6

ベベルエッジ スクェアエッジ

図2 側面加工形状断面図

(寸法単位 :mm)

e)品質の基準

面材イk国土交通大臣の認定を取得した面材 (恕虐番号:側44127)イ射 し、ボード用原紙の
組成および面材の厚さの範囲を制約している。

性   能 :

詳

(°/。l

曲I朔励賊薩 lNl 単位面積当たりの質量

徽 伍つ長さ方向 l~訪向

3以下 500以上 20(l雄 8.55-10。 98

観 :両面ボード用原紙張ガラス絨維規入せつこう板の両面及び側面には、使用上有害な欠け、

報 、汚れ、きずなどがあってはならなし、

(2)申鵡経研オσ)ロヨ毒謝瞬迎喜

Φ
，
く
（ω
尊
．〇
＋
）ゆ
．６

外

都  位 寸 法 等

柱(土台、】隆 桁(梁 雌 見付け105mlttX見込み 105mm以上

醐 ∞ 見付け奄mm×見込み 105mm以上

F日雅 囀 娠rttけ 27mm×」見彪▼井105mm雄

胴わなぎ 囀 見付け6(れШX見込み45mm以上

Sと,オ 断酢 難 見付け45mm以稗 見込み4(れm以上

柱の間隔 90(lmm～2000■Hi【 l

面材Q継手となる継手間柱と柱の間隔 90Clmm～1000xxlln

F日ヨ柱と柱又は聞柱と継手間位の間隔 45(llllHl～ 500mШ

横架材間の内法寸法
1オ文張り 1990mm以上2970mm以下

縦継ぎ張り 21駈hm以 上2970mm以下
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(3)独鶏寄環単つ悧勢業

規 格 名 称 :く ぎ

力見崩群番
=身

:JISA 5508:2009

種   類 :めっき鉄丸くぎ
呼   び :NZ50

(4)その他の仕様 候財の接合剣

規 格 名 称 :く ぎ

規 格 番 号 :JISA 55082009

種  類 :鋳括くぎ
呼  び :N90

3.耐力壁の適用範囲

(1)当該面材を使用した耐力壁6餅聰姻は、建鶏弊転懸苦メ第40条から第栂条 (ただし、第48条
第2項は除く)イこ準拠した本造軸組とする。

(2)当該耐力壁は、外周壁の屋外イ貝ll下地肱 室円貝ll下地材及び内部壁の下ナ)由↑オイ軒褐いるものとする。当該

耐力壁期 の屋川則下地材として用いる場合は、防水紙その他適切な防水措置を講じるものとす

る。

(3)建築饗辞朝繭令第46条第 4項嫉 1に定める軸紅又‡ま日帥 56年監躍無あ第 ■(てlヨこ定める

軸組を併用する場合は、倍率の数値5を限度としてそれぞれの倍率の数値を加算できるものとする。

4.膊 施帥

(1)莉鞘財

C性(検架材 (土台、胴陸(桁、梁)の断面寸法は見付け105mmX見込み105mm以上とする。

②間柱の断面寸法は見付け27mttX見込み105mm以上とする。

餌 材の横方向の継手となる継朝 柱の噺 韓
`規
付け45-X見込み105-以上とする。

帥 孵 向鴨 となる胴つなぎの断置哺佐I規付け60-×見心み45x」 :ェIn以上とする。

⑤入隅部の面材を留め付ける受材の断面寸法は見付け45mm以下X見込み40mm以上とする。

⑥性の間隔は900mm以上2000mm以下とする。

⑦画材命継手となる継手間柱と柱の間隔は9()(lmm以上1000mm以下とする。

⑧間柱と柱又は聞柱と継手聞柱の間隔は450mm以上5(X〕前m以下とする。

◎横架材間の内法寸法について、縦継ぎ張りの場合は218Clmm以上2970mm以＼ 1枚張りの場合は

1990mm以上2970nm以下とする。

(2)離 の鍋

面オオ藤閣側こ直張りと呟 張り方は僕裂厨翻イ朝陣 なぎを設けて 2枚の礎 りとする力＼また

は1枚の麟 りとする。ただ呟 2枚の魔輔脚腱坤秒とする場合、下側の酎オの長さは1820mmと

し、上側の耐オの最′J撮さは420-とする。

男lJ彰憮-3/9
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(3)面材の留め付け

C横架材、胴Dなぎおよび受材への画材の掛かり代は30mm以上、継手闘柱への面材の掛かり代は20mm

以上とする。

②面材は、めっき鉄丸くぎNZ50を用いて、面材の外周部ではくぎ相互の間隔を75mm以下で柱、横架

材、受材、継手闘瞭 月同つなぎに、面材の中通りの部分ではくぎ相互の間隔を 150mm以下で間柱に

留め付ける。

③くぎが有効に作用するように、面材の端部とくぎとの間隔 (へりあき醐 |ま、桟架材及び胴つなぎ

では15-徹 密差 :±3na■lal、 伝 継手聞麟 よび受材では12mm徹溶差 :±2nm)とする。
C面材卵 部及び中通りの部分におけるくぎ本数について、面材鉤 及び短手方向の辺長 lH、

Llからへりあき距離 C11+H2、 Ll+12)を減じた長さ 値―α l+H2)、 L―●1+121)を算出し、その

長さ郷 のくぎ間隔 lP、 Q10除する。
外周部のくき蒋卿まそり直のア」ヽ数第一位を切り上げて 1を加えた値とし、中通りの部分のくぎ本数は

その値の小数第一位を切り上げて1を減じた値とする。

なお、図 4に示す通り、面材四隅のくぎは長手・短手両方向のくぎ本数として数えることとするが、

中通りの部分と外周部のくぎを結ぶ直線上のくぎは、中通りの部分のくぎ本数として数えないものと

する。

ここで、Lは 900mxxl～ 100(l― のいずれかり嵐 H憾耐力壁の施臣仕様に応じた下側もしくは上側

の誡 帳 さ向傲 Hl及び■2は 15xnln、 Ll及び12は 12mm、 Pは 75mm、 Qは 150mmとする。

=

仁I■■:]:外周部長手方向のくぎ

L_‐三 __]:外周部短手方向のくぎ

踵藝饉藝教中通り部のくぎ

図3御 のくぎ本数
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(4)その他の施工佳様

入隅部では、受材を鉄丸くぎN90 1ЛSA5508:20091を用ヤヽてくぎ相互の間隔を 150mm以下で柱

に留め付ける。な恩 受材と軸組材 や陵架肱 胴わな∋ との隙間は各受材の上下合計で3-以 下とす
る。

(5)力顔掴

施江図を図4～図81づ声元
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柱
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【F部】

め っ くぎ
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図5施江図 :縦継ぎ張りの場合 い継単位 :11lml
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―ド用原紙張
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図6施工詳細図:1枚張りの場合 酷 単位 :la■41
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